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は じ め に
国際 日本文化研究セソターの第10回 国際シンポジウム 「歴史における理想郷一 束 と西」は、
1995年10月2日(月)か ら5日(木)ま で、4日 間にわたって、京都桂坂の同センターで催 さ
れた。研究発表をした者は、二人の基調講演者、芳賀徹(日 文研)と ジェラル ド・ギレスピー
(スタンフォー ド大)を 入れて、計18名(8セ ッション)、各セッションごとの座長や討論者
また傍聴者を加えれぽ、総勢約40名 が常時出席 して、 きわめて活発な討議が行われ、出席者は
それぞれにあらためてこの問題の面白さと重要 さを知ることができた。
本シンポジウム開催にあたっての 「趣意」にすでに述べ られた ように、人間は遠い昔から、
東でも西でも、南でも北で も、つねに眼前の現実とは異なるよりよい理想の世界をいずこかに
想いえがいては、いつかはそこに到達するか、それを地上に実現するかを願いつづけてきた。





の東アジア人の理想郷たる 「桃花源」や、 トマス ・モア以来の西 ヨーロッパ人が繰返し説きつ
づけた 「ユー トピア」にいたるまで、東西の 「願望空間」(Wunschraum)の 諸形態は、それぞ
れの想像の細部の面 白さまで含めて幾たびも論 じられ、明らかにされた。
そのなかでも 「ユー トピア」の思想は、19世 紀半ぽ以来、社会主義のイデオ ロギーと結びつ




の心を震憾させた。 トマス ・モア、 トマソ・カンパネルラ以来、論 じつづけられ、試みつづけ
られてきた合理主義的 ・功利主義的 ・管理主義的都市国家 「ユー トピア」の夢は、21世紀には
もはやとうてい復活も通用もしえないのではなかろうか。 といって 「桃源郷」も、近代になっ














スラエル、韓国、中国、カナダ、 日本からの比較文学者が、同一主題のもとに参集 して論 じあ
ったこのシンポジウムそのものが、すでに一つの理想郷的時間であった というべきかもしれな
い。
この 「人間の夢」に関するシンポジウムのために、多忙ななかを世界各地から集まって くれ
た参会者の皆さま、またこの会議の運営と成果刊行の実務に当ってくれた 日文研研究協力課の
諸氏と置塩眞理さんに、主催者 としてここにあらためて深い感謝の意を表す る次第である。
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